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(57)【要約】
【課題】電気作業機において、該電気作動機の操作性を
損なわないように、該作業機を作動させるために使用す
るバッテリーパックと作業機のサイズとを整合させる。
【解決手段】バッテリーパック（１）の幅方向軸線（Ｂ
）が作業機（４０）のケーシング縦軸線（Ｇ）に対し横
方向に延在するように、且つバッテリーパック（１）の
幅狭面（３１）が作業機（４０）の第１のケーシング側
面（４２）に対しほぼ平行に且つわずかな間隔（ｋ）を
もって位置するように、バッテリーパックはバッテリー
ダクト（７）内に収容されている。高さ方向軸線（Ｈ）
はケーシング底部（４４）上に直立するように延在し、
バッテリーパック（１）の端面（１１）は第２のケーシ
ング側面（４３）に隣接するように位置している。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング縦軸線（Ｇ）の方向に延在している後部グリップ（４６）を有し、ケーシン
グ底部（４４）とケーシング側面（４２，４３）とを備えて成るケーシング（４１）であ
って、電気駆動原動機（５０）と該駆動原動機（５０）を作動させるための電子制御装置
（６３）とを収納している前記ケーシング（４１）と、バッテリーパック（１）を収容す
るように前記ケーシング（４１）内に形成されたバッテリーダクト（７）とを備え、前記
バッテリーパック（１）がほぼ直方体状の構成を持ち、該バッテリーパック（１）のハウ
ジング（２）が高さ方向軸線（Ｈ）と幅方向軸線（Ｂ）と奥行き方向軸線（Ｔ）の３つの
すべての直交空間方向（ｘ、ｙ、ｚ）に延在している電気作業機において、
　バッテリーパック（１）の前記幅方向軸線（Ｂ）が前記作業機（４０）の前記ケーシン
グ縦軸線（Ｇ）に対し横方向に延在するように、且つバッテリーパック（１）の幅狭面（
３１）が前記作業機（４０）の第１のケーシング側面（４２）に対しほぼ平行に且つわず
かな間隔（ｋ）をもって位置するように、前記バッテリーパック（１）が前記バッテリー
ダクト（７）内に収容されていること、
　前記高さ方向軸線（Ｈ）が前記ケーシング底部（４４）上に直立するように延在し、前
記バッテリーパック（１）の端面（１１）が第２のケーシング側面（４３）に隣接するよ
うに位置していること、
を特徴とする電気作業機。
【請求項２】
　前記バッテリーパック（１）の前記幅狭面（３１）が前記ケーシング（４１）のケーシ
ング縦面（６７）に直接隣接するように位置していることを特徴とする、請求項１に記載
の電気作業機。
【請求項３】
　前記バッテリーパック（１）の前記端面（１１）が前記ケーシング底部（４４）および
ケーシング上面（４５）に隣接するように位置していることを特徴とする、請求項１に記
載の電気作業機。
【請求項４】
　前記バッテリーパック（１）が高さ（１０）と幅（２０）と奥行き（３０）とを有し、
前記高さ（１０）が前記幅（２０）よりも大きく、前記幅（２０）が前記奥行き（３０）
よりも大きいことを特徴とする、請求項１に記載の電気作業機。
【請求項５】
　前記バッテリーパック（１）の前記高さ（１０）が前記幅（２０）のほぼ１．２倍ない
し２．５倍に相当し、好ましくはほぼ１．４倍に相当していることを特徴とする、請求項
４に記載の電気作業機。
【請求項６】
　前記バッテリーパック（１）の前記幅（２０）が前記奥行き（Ｔ）のほぼ１．２倍ない
し２．５倍に相当し、好ましくはほぼ１．７倍に相当していることを特徴とする、請求項
４に記載の電気作業機。
【請求項７】
　前記バッテリーパック（１）内にほぼ筒状の電池（３）が収納され、該電池の筒軸線（
４）が前記バッテリーパック（１）の前記高さ方向軸線（Ｈ）に対し実質的に平行である
ことを特徴とする、請求項１から６までのいずれか一つに記載の電気作業機。
【請求項８】
　前記バッテリーパック（１）の前記高さ方向軸線（Ｈ）が前記作業機（４０）の前記ケ
ーシング縦軸線（Ｇ）と交わっていることを特徴とする、請求項１から７までのいずれか
一つに記載の電気作業機。
【請求項９】
　前記バッテリーパック（１）の前記高さ方向軸線（Ｈ）と前記駆動原動機（５０）の回
転軸線（５１）とが１つの共通の面（６０）を形成し、好ましくはこの面内に前記ケーシ
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ング縦軸線（Ｇ）もあることを特徴とする、請求項１から８までのいずれか一つに記載の
電気作業機。
【請求項１０】
　前記バッテリーパック（１）の重心（１３）が前記高さ方向軸線（Ｈ）と前記ケーシン
グ縦軸線（Ｇ）とによって張られる前記面（６）に対し側方にわずかに間隔（ｕ）をもっ
て位置していることを特徴とする、請求項１から９までのいずれか一つに記載の電気作業
機。
【請求項１１】
　前記バッテリーパック（１）の１つの側面が、好ましくは１つの端面（１１）が、前記
ケーシング（４１）の前記ケーシング側面（４２，４３）の部分面を形成していることを
特徴とする、請求項１から１０までのいずれか一つに記載の電気作業機。
【請求項１２】
　前記端面（１１）に前記バッテリーパック（１）の表示手段および／または操作手段（
１２）が配置されていることを特徴とする、請求項１１に記載の電気作業機。
【請求項１３】
　前記部分面が前記ケーシング上面（４５）の一部であることを特徴とする、請求項１１
に記載の電気作業機。
【請求項１４】
　前記バッテリーパック（１）の前記高さ方向軸線（Ｈ）が前記ケーシング底部（４４）
に対する垂直線（５８）のほうへ傾斜していることを特徴とする、請求項１から１３まで
のいずれか一つに記載の電気作業機。
【請求項１５】
　前記バッテリーパック（１）の前記高さ方向軸線（Ｈ）が前記ケーシング縦軸線（Ｇ）
の方向において角度（α、β）をもって前方または後方へ傾斜していることを特徴とする
、請求項１４に記載の電気作業機。
【請求項１６】
　前記角度（α、β）がほぼ２゜ないし２０゜、好ましくはほぼ１０゜ないし１５゜であ
ることを特徴とする、請求項１５に記載の電気作業機。
【請求項１７】
　前記バッテリーダクト（７）が前記後部グリップ（４６）と前記駆動原動機（５０）と
の間に配置されていることを特徴とする、請求項１から１６までのいずれか一つに記載の
電気作業機。
【請求項１８】
　前記バッテリーダクト（７）と前部ケーシング端面（４８）との間にあるケーシング空
間（４９）内に、前記駆動原動機（５）と前記電子制御装置（６０）と好ましくは作動媒
体容器（６６）とが配置されていることを特徴とする、請求項１から１７までのいずれか
一つに記載の電気作業機。
【請求項１９】
　前記バッテリーパック（１）の前記後部グリップ（４６）とは逆の側の幅広面（２１）
が、前部グリップ（４７）に対し間隔（ｚ）をもって位置する面（２２）を決定している
ことを特徴とする、請求項１から１８までのいずれか一つに記載の電気作業機。
【請求項２０】
　前記前部グリップ（４７）がほぼ前記駆動原動機（５０）の高さで前記ケーシング（４
１）とオーバーラップしていることを特徴とする、請求項１に記載の電気作業機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に記載の電気作業機、特に刈りばさみ機、パワーソー等
の手で操縦される電気作業機に関するものである。
【背景技術】



(4) JP 2010-201612 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

【０００２】
　この種の電気機器は知られている。バッテリーパックを収容するため、電気機器のケー
シング内にはバッテリーダクトが形成されている。この種のバッテリーパックはほとんど
の場合直方体の形状を有しており、バッテリーダクト内に一部が収納される。その結果、
作業機のケーシングは組み付けまたは一部挿着されるバッテリーパックにより大きくなり
、それ故作業の使用が困難になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、電気作業機において、該電気作動機の操作性を損なわないように、該
作業機を作動させるために使用するバッテリーパックと作業機のサイズとを整合させるこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題は、本発明によれば、請求項１の特徴ある構成によって解決される。
【０００５】
　バッテリーパックの幅方向軸線が作業機のケーシング縦軸線に対し横方向に位置するよ
うにバッテリーパックを指向させることにより、けーしんぐ縦軸線方向でのバッテリーパ
ックの空間的拡がりはきわめて小さくなる。したがって電気作業機の構造長さを短縮でき
、よって作業機の操縦が容易になる。
【０００６】
　特にパワーチェーンソーの場合には、本発明によるバッテリーパックの配置構成は、構
造を短くさせるので、レバーアームが短くなるため、利用者によってもたらされる送り力
が過大になることがなく、よって切断時の切断工具のブロッキングの危険が少なくなる。
【０００７】
　高さ方向軸線が作業機の底部上に直立に延びるように位置しているので、バッテリーパ
ックを収容するために実質的に作業機の構造高さ全体が活用される。
【０００８】
　本発明の特別な構成では、バッテリーパックの長い幅狭面はケーシングのケーシング縦
面に直接隣接するように位置しており、バッテリーパック端面はケーシング底部およびケ
ーシング上面に隣接するように位置している。
【０００９】
　合目的には、バッテリーパックの高さは幅よりも大きく、幅は奥行きよりも大きい。バ
ッテリーパック高さが幅のほぼ１．２倍ないし２．５倍に相当し、バッテリーパック幅が
奥行きのほぼ１．２倍ないし２．５倍に相当していれば、合目的なサイズが得られる。
【００１０】
　作業機のケーシング内でのバッテリーパックの配置は、平面図で見て、バッテリーパッ
クの高さ方向軸線が作業機のケーシング縦軸線と交わっているように行われている。この
場合、バッテリーパックの高さ方向軸線と駆動原動機の回転軸線とが１つの共通の面を形
成し、好ましくはこの面内にケーシング縦軸線もあるようにすれば、合目的である。この
ような構造的位置により、バッテリーパック用の空間を最大限に活用して良好な重量分布
が可能である。
【００１１】
　好ましくは、バッテリーパックの１つの端面が、ケーシングのケーシング側面の部分面
を形成しているのがよい。この場合、この端面はバッテリーパックの表示手段および／ま
たは操作手段を有し、該表示手段および／または操作手段を介して利用者は情報を読み取
ったり、呼び出しすることができる。
【００１２】
　バッテリーパックの高さ方向軸線がケーシング縦軸線の方向において角度をもって前方
または後方へ傾斜しているのが合目的であることが判明した。前記角度はほぼ２゜ないし
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２０゜、好ましくはほぼ１０゜ないし１５゜である。
【００１３】
　バッテリーパックの容易な挿入を保証するため、バッテリーパックの後部グリップとは
逆の側の幅広面は、前部グリップに対し間隔をもって位置する面を決定している。
【００１４】
　本発明の他の構成は、他の請求項、以下の説明、および図面から明らかである。図面に
は、以下に詳細に説明する本発明の実施形態が図示されている。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】バッテリーパックの斜視図である。
【図２】ケーシングダクト内に挿着された図１のバッテリーパックの概略図である。
【図３】刈り込みばさみとして構成された電気作業機の平面図である。
【図４】図３の刈り込みばさみの概略側面図である。
【図５】パワーチェーンソーの形態の電気作業機の概略平面図である。
【図６】図５のパワーチェーンソーの概略側面図である。
【図７】図５に対応する電気作業機の平面図である。
【図８】図７のパワーチェーンソーの概略側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１に図示したバッテリーパック１は、カバー３３によって閉鎖される容器状のハウジ
ング２を有している。バッテリーパック１は、特にパワーチェーンソー、刈り込みばさみ
、切断研削機、刈払い機、縁刈り機、丸太カッター、送風機、噴霧機、掃除機、地下穿孔
機、多機能アタッチメント用コンビネーションモータ装置、清掃機、電動くわ、ロータリ
ー耕うん機、高圧クリーナー、芝刈り機、土掻き機、チッパー、湿式または乾式吸引機等
の手で操縦される電気作業機、好ましくは携帯可能な電気作業機用のエネルギー源として
用いられる。図示したバッテリーパック１は、直交空間方向ｘ，ｙ，ｚに延在しているほ
ぼ正方形の基本形状を有している。したがってバッテリーパック１は高さ方向軸線Ｈと、
幅方向軸線Ｂと、奥行き方向軸線Ｔとを有している。なお、高さ方向軸線Ｈの方向での高
さ１０は、幅方向軸線Ｂの方向での幅２０よりも大きいように実施されている。有利には
、バッテリーパック１の高さ１０は幅２０のほぼ１．２倍ないし２．５倍、好ましくはほ
ぼ１．４倍に相当しているのがよい。合目的には、バッテリパック１は約１６０ｍｍの高
さ１０と、約１１５ｍｍの幅２０とを有しているのがよい。
【００１７】
　バッテリーパック１の幅２０は、奥行き方向軸線Ｔの方向での奥行き３０のほぼ１．２
倍ないし２．５倍に相当している。好ましくは、バッテリーパック１の幅２０が奥行き３
０のほぼ１．７倍に相当しているのがよい。本実施形態では、バッテリーパック１は約６
７ｍｍの奥行き３０を有している。
【００１８】
　バッテリーパック１のハウジング２内には多数の電池３が配置されており、１実施形態
では、有利には筒状に形成されている電池３の筒軸線４は高さ方向軸線Ｈの方向に指向し
ている。電池３の筒軸線４は高さ方向軸線Ｈに対し平行である。これとは択一的な実施形
態では、電池３ａが横置きに配置されていてよく、その結果その縦軸線はバッテリーパッ
ク１の底部２６に対しほぼ平行である。図示した蓄電池の円筒形状は一例にすぎず、直方
体等の他の横断面形状を有していてもよく、或いは、平板状電池として構成されていても
有利である。
【００１９】
　バッテリーパック１のハウジング２内には、有利には、第１層で多数の電池３が縦置き
に互いに並設され、高さ軸線Ｈの方向で第１層に続く第２層に他の多数の電池３が設けら
れているのがよい。これらの蓄電池は充電可能な電池であり、たとえばＮｉＣｄ（リチウ
ム・カドミウム）電池、ＮｉＭｈ（ニッケル・メタルハイドライド）電池、ＬｉＩｏ（リ
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チウム・イオン）電池、ＬｉＰｏ（リチウム・ポリマー）電池、ＬｉＦｅＰｏ４（リチウ
ム・燐酸鉄）電池、リチウム・チタン電池として構成された電池である。特に、リチウム
をベースにして２ボルトないし５ボルトの電池電圧、好ましくはほぼ３．６ボルトないし
３．７ボルトの電池電圧を持つ蓄電池が合目的である。
【００２０】
　使用する前記電池を用いると、適宜結線することにより（直列接続、並列接続）、２５
ボルトないし５０ボルト、たとえば３６ボルトまたは４２ボルトのバッテリーパック電圧
が得られるので好ましい。このようなバッテリーパック１のパワーは２アンペア時と１０
アンペア時の間の範囲であるので有利である。
【００２１】
　図１に図示したバッテリーパック１は２つの幅広面２１を有し、これらの幅広面２１は
、高さ方向軸線Ｈと幅方向軸線Ｂによって張られる面、すなわちｙ－ｚ面に平行に延在し
ている。バッテリーパック１の長い幅狭面３１は、高さ方向軸線Ｈと奥行き方向軸線Ｔに
よって張られる面、すなわちｙ－ｘ面に対し平行に延在している。
【００２２】
　バッテリーバック１の端面１１は、幅方向軸線Ｂの奥行き方向軸線Ｔによって張られる
面、すなわちｘ－ｚ面に平行に延在している。
【００２３】
　図１の実施形態では、幅広面２１には、案内溝６の形態のそれぞれ２つの案内部分５が
形成されている。これらの案内部分５は、ハウジング４１のバッテリーダクト６に設けた
案内手段５５と協働する（図２）。案内手段５５は高さ方向軸線Ｈの方向に延在しており
、本実施形態ではガイドリブ５６として形成されている。ガイドリブ５６は、高さ方向軸
線Ｈの方向に延在している案内溝に係合している。図２が示すように、バッテリーダクト
７の互いに対向しあっいる幅広面８と９には、ガイドリブ５６の形態のそれぞれ２つの案
内手段５５が配置され、この場合一方の幅広面８のガイドリブ５６は、他方の幅広面９の
ガイドリブ５９に対し幅方向軸線Ｂの方向にずれ量ｖだけずれて位置している。有利には
、バッテリーダクト７の一方の幅広面８の案内手段５５が互いに間隔ｂを有し、この間隔
ｂが反対側の幅広面９のガイドリブ５６の間隔ａよりも大きいのがよい。すなわち、間隔
ａが間隔ｂよりも小さいように配置構成されている。
【００２４】
　バッテリーパック１の長い幅狭面３１には、他の案内溝２４が形成されている。これら
の案内溝２４は高さ方向軸線Ｈに沿って延在し、図示していない充電器内部で位置正確に
位置決めするために用いる。個々の案内溝２４は１つの幅狭面３１においてハウジングの
底部２６からハウジングカバー２５まで延在し、この場合案内溝２４は側面中心軸線１７
に対し偏心している。
【００２５】
　図３の実施形態に示すように、作業機４０はケーシング４１を有している。ケーシング
４１はケーシング側面４２を有し、ケーシング側面４２はケーシング縦軸線Ｇに平行に延
在してケーシング縦面を形成している。ケーシング４１は、さらに、ケーシング上部側面
およびケーシング下部側面４３を有しており、下部ケーシング側面４３はケーシング底部
４４を形成している。上部ケーシング側面４３はケーシング上面４５を形成している。
【００２６】
　ケーシング４１は、ケーシング縦軸線Ｇの方向に延在する後部グリップ４６を有してい
る。さらに、前部グリップ４７が設けられている。前部グリップ４７はケーシング４１と
オーバーラップしており、ケーシング４１の内部に配置されている駆動原動機５０の上方
にある。したがって、バッテリーダクト７は後部グリップ４６とケーシング内に配置され
ている駆動原動機５０との間に位置する。ケーシング４１の内部の分割は、バッテリーダ
クト７と前部グリップ端面４８との間に内側ケーシング空間４９があるように設定されて
いる。内側ケーシング空間４９は、駆動原動機５０と、該駆動原動機用の電子制御装置と
、場合によっては作動媒体タンクとを受容している。バッテリーダクト７の位置は、駆動
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原動機５０側の幅広面２１が前部グリップ４７に対し間隔ｚを持つように設定されている
。
【００２７】
　図３および図４に図示した実施形態では、駆動原動機を縦型配置した刈り込みばさみが
図示されている。駆動原動機の回転軸５１はケーシング底部４４に対し直角に位置し、カ
ッターバー５３の刈り込みばさみカッターを駆動するための偏心伝動装置５２を駆動する
。
【００２８】
　作業機４０のケーシング端面４８とカッターバー５３との間には、接触保護部材５４が
配置されている。
【００２９】
　図３と図４に図示した実施形態では、直方体形状のバッテリーパック１を、挿入方向５
７においてケーシング底部４４の方向に上からバッテリーダクト７内へ挿入させる。この
場合、高さ方向軸線Ｈのまわりでのバッテリーパック１の回転位置がバッテリーパック１
に設けた案内部分５とバッテリーダクト７内の案内手段５５とにより設定されている。図
２が示すように、表示手段１２と操作手段１５とを備えた上部端面１１を上から見て、奥
行き方向軸線Ｔはケーシング縦軸線Ｇに対し平行に位置している。好ましくは、図２の平
面図において、奥行き方向軸線Ｔがケーシング縦軸線Ｇと一致しているのがよい。バッテ
リーパック１は、その幅方向軸線Ｂがケーシング縦軸線Ｇに対し横方向に延在し、且つそ
の高さ方向軸線Ｈがケーシング底部４４上に直立する（図４）ように、バッテリーダクト
７内に受容されている。この場合サイズは、バッテリーパック１の幅狭面３１が第１のケ
ーシング側面４２（図３と図４に図示した実施形態ではケーシング縦面）に対しほぼ平行
に且つわずかに間隔ｋをもって位置するように選定されている。間隔ｋは好ましくは２ｍ
ｍないし１５ｍｍの範囲であり、好ましくはほぼ９ｍｍの最大間隔をもった箇所にある。
バッテリーパック１の端面１１は、図４に示すように、本実施形態ではケーシング底部４
４とケーシング上面４５とによって形成されている他のケーシング側面４３に隣接してい
る。第１のケーシング側面４２（ケーシング縦面）と第２のケーシング側面４３（ケーシ
ング底部４４、ケーシング上面４５）とは互いにほぼ直交している。バッテリーパック１
の幅狭面２１は、バッテリーダクト７の内壁に対しほぼ０．５ｍｍないし４ｍｍの間隔ｒ
で、好ましくは２．１ｍｍの最大間隔ｒで位置している（図２）。
【００３０】
　図３と図４に図示した実施例によれば、図２および図３の平面図で見て、或いは、表示
要素１２と操作要素１５とを備えた端面１１を上から見て、高さ方向軸線Ｈが作業機４０
のケーシング縦軸線Ｇと交わるような配置構成が採用されている。この場合、ケーシング
縦軸線Ｇは有利には作業機４０の縦中心軸線である。
【００３１】
　バッテリーパック１の位置と、作業機４０のケーシング４１内でのその取り付け方向と
、ケーシング４１内に配置される駆動原動機５０とは、バッテリーパック１の高さ方向軸
線Ｈと駆動原動機５０の回転軸線５１とが共通の面６０を形成するように互いに方向付け
られている。共通の面６０は、ケーシング底部４４に対し垂直に位置して作業機４０の縦
方向においていわば対称面を形成するのが好ましい。
【００３２】
　有利な実施形態では、ケーシング縦軸線Ｇも前記面６０内にある。
【００３３】
　バッテリーダクト７内へのバッテリーパック１の挿入位置は、挿入方向５７において後
方の端面１１が表示要素１２および操作要素１５とともにバッテリーダクト７を閉鎖させ
て、ケーシング側面４３の部分面を形成するように設定されている。図示した実施形態で
は、端面１１は表示要素１２および／または操作要素１５とともにケーシング上面４５の
部分面を形成している。したがって、ケーシング上面４５を形成している端面１１に配置
される、利用者用の表示要素１２と操作要素１５とは、簡単に視認でき、容易にアクセス
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可能である。
【００３４】
　図３と図４に図示した実施形態では、バッテリーパック１の高さ方向軸線Ｈはケーシン
グ底部４４に対する垂直線５８に対し傾斜して配置されている。本実施形態では、バッテ
リーパック１の高さ方向軸線Ｈはケーシング縦軸線Ｇの方向に角度αで前方へ傾斜してい
る。角度αはほぼ２゜ないし２０゜、好ましくはほぼ１５゜である。前部ケーシング端面
４８の方向への高さ方向軸線Ｈの傾斜は、面２２が前部グリップ４７に対し間隔ｚをもつ
ように設定されている。この場合面２２は、バッテリーパック１の駆動原動機５０側の幅
広面２１によって決定されている。
【００３５】
　バッテリーパック１の高さ方向軸線Ｈは、その位置に関し、端面１１の対角線Ｄ１とＤ
２との交点によって性格に決定されている（図２）。
【００３６】
　バッテリーパック１の構造的位置（ケーシング４１内にあるバッテリーダクト７の構成
および形状によって決定される）は、バッテリーパック１の重心１３が高さ方向軸線Ｈと
ケーシング縦軸線Ｇとによって張られる面６０に対し側方にわずかな間隔ｕをもって位置
するように選定するのが合目的である。この間隔ｕはほぼ０．０２ｍｍないし０．２ｍｍ
である。駆動原動機５０と電子制御装置と好ましくは作動媒体容器とを内設したケーシン
グ４１の重心５９は、高さ方向軸線Ｈとケーシング縦軸線Ｇとによって張られる面６０内
にあるのが有利である。或いは、この面からわずかな間隔をもっているのが合目的である
。
【００３７】
　図５と図６に図示した実施形態では、作業機４０としてパワーチェーンソーが図示され
ている。この作業機４０の基本構造は図３と図４に図示したものに対応しており、それ故
同一の部材に対しては同一の符号を付した。
【００３８】
　図３と図４に図示した刈り込みばさみの実施形態と異なるのは、駆動原動機５０が横置
きになっており、このためその回転軸線５１が、ケーシング縦軸線Ｇとバッテリーパック
１の高さ方向軸線Ｈとによって張られる面６０ａに対しほぼ垂直に位置していることであ
る。この実施形態でも、バッテリーダクト７内へのバッテリーパック１の挿入は挿入方向
５７において上から行う。バッテリーパック１は、その上部端面１１が表示手段１２およ
び操作手段１５とともにほぼケーシング上面４５を形成するような深さでバッテリーダク
ト７内に受容されている。場合によっては突出量ｍを設定してもよく、この突出量ｍはハ
ウジング上面４５の均整が乱されないように選定される。
【００３９】
　作業機（実施形態では刈り込みばさみ）のケーシング４１内にバッテリーパック１を前
述のように配置することにより、前部グリップ４７のまわりでの作業機の有利なバランス
が得られる。
【００４０】
　図５と図６に図示した実施形態では、携帯可能な、手で操縦される作業機の一例として
パワーチェーンソーが図示されているが、バッテリーパック１はケーシング底部４４に対
する垂直線５８に対し角度βだけ後方へ傾斜しており、すなわち後部グリップ４６のほう
へ傾斜している。この傾斜角は２゜ないし２０゜、図示した実施形態では１０゜である。
【００４１】
　バッテリーパック１の幅方向軸線Ｂがケーシング縦軸線Ｇに対し横方向に位置するよう
にバッテリーパック１を配置することにより、構造長さが短くなって好ましく、その結果
パワーソーの場合にはレバーアームが短くなるため、利用者がもたらす送り力が過大にな
ることがない。これによって総じてブロッキング傾向が少なくなる。
【００４２】
　バッテリーダクト７と前部ケーシング端面４８との間にあるケーシング空間４９内には
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、電動機５０および切断手段一式６１用の駆動部以外に、バッテリーパック１と駆動原動
機５０と操作スイッチ６３と接続している電子制御装置６２が配置されている。操作スイ
ッチ６３は、後部グリップ４６内に支持されてスロットルレバーロック６５を押し下げる
ことで操作できるスロットルレバー６４を介して操作される。ケーシング空間４９内には
、電子制御装置６２以外に、たとえば、ガイドレール上を周回するソーチェーンを潤滑す
るためのチェーンオイルを収納している作動媒体容器６６も設けられている。
【００４３】
　バッテリーパック１の重心１３は、高さ方向軸線Ｈとケーシング縦軸線Ｇとによって張
られる面６０に対し側方にわずかな間隔ｕをもって位置している。この間隔ｕはほぼ０．
０２ｍｍないし０．２ｍｍである。組み付け部品を内設したケーシング４１の重心５９は
、有利にはバッテリーパック１の高さ方向軸線Ｈとケーシング縦軸線Ｇとによって張られ
る面６０ａ内にあるように選定されている。或いは、この面からわずかな間隔をもってい
るのが合目的である。
【００４４】
　図５と図６に図示した実施形態では、ケーシング縦軸線Ｇは実質的にケーシング縦中心
軸線である。
【００４５】
　図７と図８に図示した実施形態は、実質的に図５と図６に図示した実施形態に対応して
おり、それ故同一の部材に対しては同一の符号を付した。
【００４６】
　図５と図６に図示した実施形態と異なるのは、図７と図８に図示した実施形態では、バ
ッテリーパック１が、本実施形態ではパワーチェーンソーとして構成されている作業機４
０のケーシング４１内へ側方から挿入される点である。図７が示すように、バッテリーパ
ック１はケーシング４１のケーシング縦面６７から挿入され、この場合ケーシング縦面６
７はケーシング縦軸線Ｇに対しほぼ平行に延在している。この配置構成の場合、高さ方向
軸線Ｈはケーシング底部４４に対しほぼ平行であり、幅方向軸線Ｂはケーシング底部４４
上にほぼ垂直に位置している。奥行き方向軸線Ｔは、図７の平面図において、ケーシング
縦軸線Ｇに平行に、好ましくはケーシング縦軸線Ｇに一致するように位置している。
【００４７】
　バッテリーパック１は、その端面１１が表示手段および操作手段とともにほぼケーシン
グ側面４２を形成するような深さでバッテリーダクト７内に受容されている。場合によっ
ては突出量ｍを設定してもよく、この突出量ｍはハウジング側面４２の均整が乱されない
ように選定される。
【００４８】
　バッテリーパックの幅方向軸線が作業機のケーシング縦軸線に沿って位置するように、
たとえばケーシング縦軸線に平行に、或いは軸線が一致するように、バッテリーパックを
作業機のケーシング内に収納するのが有利である。これによって特に幅狭の構成が得られ
、たとえば樹木の枝おろしの場合のように狭い領域で作業を行ううえで有利である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　　　　バッテリーパック
　２　　　　　バッテリーパックのハウジング
　７　　　　　バッテリーダクト
　１１　　　　バッテリーパックの端面
　３１　　　　バッテリーパックの幅狭面
　４０　　　　作業機
　４１　　　　作業機のケーシング
　４２，４３　ケーシング側面
　４４　　　　ケーシング底部
　４６　　　　後部グリップ
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　６３　　　　電子制御装置
　ｋ　　　　　幅狭面３１と第１のケーシング側面４２との間隔
　Ｂ　　　　　幅方向軸線
　Ｇ　　　　　ケーシング縦軸線
　Ｈ　　　　　高さ方向軸線
　Ｔ　　　　　奥行き方向軸線
　ｘ，ｙ，ｚ　直交空間方向

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】

【図８】
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